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農機具と車に、”首を挟まれ”、男性死亡

農機具をを車の荷台に乗せようと

２０１５年５月７日（木曜日）

４日午前９時半頃、岐阜県で７４歳の男性が農機具と車に挟まれ、死亡する事故がありました。男性が、

農機具を車の荷台に乗せようとしていたところ、耕運機のハンドル部分と車の間に首を挟まれたもので

す。警察によると、死因は窒息死だということです。

”頭挟まれ” 作業員死亡

◆周囲の安全確認、”逃げ場”の確保◆

２０１５年８月８日（土）９時６分

東京電力は８日、福島第１原発で協力企業の５０代の男性作業員がタンクに頭を挟まれ、搬送先の病院

で死亡したと発表した。東電が詳しい状況を調べている。東電によると、死亡した作業員は大手ゼネ

コンの２次下請け企業に所属。８日午前６時４５分ごろ、工事に関わる車両を清掃中、車のタンクのふたに

頭を挟まれた。第１原発では昨年３月、作業員が土砂の生き埋めになって死亡したほか、今年１月には雨

水をためるタンクから作業員が”落下”し、死亡する事故が起きている。

トラック事故の特徴 ”追突事故”が多い

追突事故の多くが、低速追従時の安心感と油断からくる、車間不足と注意力不足

「ヒヤリ」は、事故の「予兆！」

「安全確認」で、危険な「まさか･･･」を根絶！

子供たちが夏休みに入りました

○子供の飛び出しに要注意！

○スピードを落として、しっかり安全確認！

”1人で作業” 荷台からの”転落”、”はさまれ”注意

バック時は 降りて確認 乗っても確認

２時間ごとに、１５分休憩！

交差点手前で止まる時は、車１台分のスペースを空けて止まる

交差点 「右左確認／よ～し！」

愛別のR39交差点、右折車と直進バイク衝突、バイクの短大生死亡

◆交差点右折時は、直進車と、右からの横断歩行者・自転車に注意◆

２０１５．８．８ ２２：１９

８日午後４時１５分ごろ、愛別町の国道３９号の交差点で、乗用車とバイクが衝突した。バイクの

、短大生の男性（２１）は頭を強く打ち、病院で死亡が確認された。旭川東署によると、交差点を右折し

ようとした乗用車と直進中のバイクが衝突したという。事故状況を調べている。

下りのカーブ、バイクはみ出し、”転倒” 大型ダンプと衝突、”即死”

◆「デイ・ライト」で、ツーリングバイクの事故を未然に防ごう◆

２０１５／０８／０８ ２３：４０

８日午前１１時１５分ごろ、秋田県の国道で、船員の男性（４２）のバイクが、対向車線を走ってきた

、会社員の男性（６１）の大型ダンプに衝突。バイクの男性はほぼ即死状態。死因は内臓損傷。警察の調

べでは、バイクは、下りの左カーブで対向車線にはみ出して転倒し、対向車線を走ってきたダンプの

右側面に衝突した。現場は片側１車線。バイクの男性は友人と２人でツーリング中、大型ダンプは仕

事で現場に向かっていた。

午後9時、横断中の高齢夫婦が大型トラックにはねられ死亡

運転手は、「前方の信号に気を取られて歩行者に気づかなかった」

２０１５年８月７日（金）１０時３３分

熊本県警によると、６日午後９時１５分ごろ、熊本県の国道で、大型トラックが道路を横断していた男

性（８３）と妻（７９）をはねた。２人は搬送先の病院で死亡が確認された。同署は自動車運転処罰法違反の疑

いで、大型トラックを運転していた男性（５５）を現行犯逮捕した。


